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内 容 梗 概

最近石油精製工業において接触分解法と称する新しい方法が採用されつつある｡この方法により発生

するCOガスを含む高温ガスは従来その顕熱のみしか利用されなかったが今度は初めて出光興産株式会

社徳山製油所に納入されたCOボイラはCOガスの成熟以外をこCOガスの燃焼熱をも利用するという点

で画期的なものであり,斯界の注目を浴びている｡現在建設も終りいよいよ試運転に入る段階にあるの

でこれを機会として簡単に.B&W式COボイラを紹介したい｡

化水 の外被をかぶったような状態となる｡

〔Ⅰ〕緒

最近石油精製プラントにおいて,新しい蒸気発生の分

野が開かれた｡この新しい装置は,COボイラと呼ばれ,

プラント全体の効 を上げかつ空気の汚染を滅ずるとい

うことに,顕著な役割を演ずるものである｡

バブコック日立株式会社では,最近日本で最初のCO

ボイラを出光興産株式会社 山製油所に納入することと

なり,目下試運転準備中である｡ここでは,このCOボ

イラについて,その大要を紹介する｡

〔ⅠⅠ〕石油精製サイクルの概要

まず第一に,COボイラの説明に先だって,石油精製

サイクルの関係ある部分について述べる.｡

1938年,石油の接触分解法が石油工業に採り入れられ,

それ以来,一つの革命がこの分野に起った｡

1938年以前には,ガソリンなどほ熱分解法によって生

産されていたのである｡接触分解装置濫用いられる触媒

は,通常天然あるいほ人工の珪酸アルミであるが,これ

を使用することによって,熱分解法でほ

できないオクタン価の高いガソリンを,

多量に生産することができるのである｡

この接触分解法ほ,アメリカにおいて

は急速な勢で今までの熱分解法にとって

代りつつあり,現在でほ全原油の30%が

この方法によるものであり,1960年には,

55%をこえると考えられている｡接触分

解法は,石油会社によって,それぞれ異

なったタイプがあるが,その原理ほ次の

ようなものである(策l図)し.

(1)反応塔においてほ,原料油の蒸

気が430～6000C という非常に高い

温度の触媒と直接に接触する｡

(2)原料油蒸気と接触した触媒ほ,

分解によってできたカーボンと,炭

*
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この外被ほ,触媒の作用を著しく減ずるので取除

かねばならない｡

(3)この外被をかぶった触媒ほ,再生塔へと送られ

る.｡

(4)再生塔においては,430～6000C程度の温度でカ

ーボンを燃焼し去ってしまうために,空気が供給さ

:●､

(5)再生塔で,カーボン外被を 焼し去ってしまう

と,通常6′%程度までの,COを含んだ相当量のガ

スを発生する｡このガス中にほ,適当な条件の~Fで

ほCOを完全に燃焼せしむるに十分な02も含まれ

ている｡

(6)COを含んだ廃ガスは,従来の設備では簡単な

熱交換器によって,その顧熱の一部を吸収された後

大気中に放 される｡われわれに興味あるのは,こ

の廃ガスなのである｡

(7)再生された触媒ほ,仙の蒸気などで反応堺へも

どされ,これで触媒は,そのサイクルを一河終った
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ことになる｡

再生塔より出た微細な触媒を含んだガスを,今後CO

ガスと呼ぶことにする｡このガス中にほ,COおよび02

などが含まれ,これらほ十分な燃焼条件の下で燃焼する

ことが考えられるのである｡COガスの発熱量は,107

kcal/m3(4%CO)から160kcal/m3(6%CO)の範囲

で変る｡この熱量が発生すると430/､､】6000CのCOガス

の温度を770～9300C くらいに上げることほ可能なこと

である｡

COガスのこの低い発熱量では,それ臼身で安定した

燃焼を続けるには不十分である｡しかしながら,可燃物

の熱量ほ酸化触媒によって簡単に引き汁1せるものであ

り,あるいほ9300Cという燃焼温度を得るために,特殊

な火炉内でガスあるいほ重油といつた普通の燃料を使つ

て,補助燃焼させることによっても得られるのである｡

それゆえ,再生構より放出せられたCOガスより糸を卜り

収する方法にほ,次の三縄類カミある｡

(A)廃熱ポイラ

(B)酸化触媒ポイラ

(C)COボイラ

り)廃熱ボイラ

現在においてほ,COガスの願熱を,廃熱ボイラによ

ってj口川又するのが最も普通の方法である.ご､このカ法で

ほ,ガス中のCOほ燃焼せずに,人;吊1に放余されてし

まうのであるL〕

(2)酸化触媒ボイラ

ポ柚の接触分野銅去において,有名なフードリーブロセ

スの創始者であるフードリー氏ほ,右帥分解に使用され

る触媒とは別の触媒を川いることによって,補助燃焼な

しに,低温においてCOガスを恨化させることに成功し

た｡

アメリカ B&Ⅵ7Co.でほ,こ〃〕酸化触媒の製造会社

と協ノ｣しで陵秀な醸化触媒ボイラを作るべく研究小であ

るし.

(3)COボイラ

上述のように,COボイラほ,燃焼血L度9300Cを得る

ために,ガスあるいは壷紺はいつた普辿の燃料を捕いて

特殊な火炉のヰで補助燃焼をすることによって,燃焼熱

をうるのである.∴.

接触分解装置が,加圧下で据作せられているので,ボ

イラもまた,火炉が正旺であるように設計されておF)CO

ガスを吹き込む送風機は不安であるご=J押込送風機は,補

助燃料の燃焼に必要な空気を吹き込むためにのみ必要な

のである｡誘引送風機も必要としない｡

接触分断装牒申･こ,触媒を循環させ混度を通常の運転

状態にまで上げるには,大体∴口問必要である｡この間

ほ,CO ガスの発生は望まれないので,ボイラはこの

イ.ラ に つ い て 1235

動に必要な多量の蒸気を供給すべく,普通のボイラとし

て運転される｡

このボイラほまた,接触分解装置

のみによって運転可能である｡

休時にも補助燃料

アメリカB&W Co.においては,上記のようにCO

ガスを利用するために種々のCOボイラを設計してきた

が,現在まで,テキサス州シンクレア精油所,カリフォ

ルニア州リッチモンド石油会社,オハイオ州サンオイル

会社をはじめ,12薩のCOボイラを納入しており,日本

においては,バブコック日立株式会社がJ-Ⅳ光興産株式会

杜 山製油所に,初めて納入することとなった｡′

〔ⅠⅠⅠ〕出光興産納COポイラ

このH光興産のCOボイラでは,
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場合に比較して年間約六千万円の燃料費の節約になるの

石油精製 界でほ大いに着日されているものであ

その仕様ほ次のとおりである｡
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CO ガ ス

量

量
….43.6t/b

…‥83.6t/b
CO ガスボイラ入口 度..…….

‖‥5400C

大略の構造は,弟2図に示すとおり 外式であり,再

生塔よりJl一与たCOガスはCOダクトを通り,メインシー

ルタンクを経てボイラ民郡に入る｡ボイラ休止時,ある

いはCOガスをボイラに導入させない場合には,メイン

シールタンクに水を入れてボイラへの通路を封じ.バイ

パスタンクを経て煙 へ CO ガスを逃がすようiこして

ある｡ボイラ底部に導入されたCOガスほ,COノズル

を経て上向に旋回を起し,補助燃焼用空気と良く混合し

て燃焼する｡

(り COダクト

COダクト中にほ,二つのウォータシールタンクがあ

り,それらは前述のとおりCOガスの切換弁の働きをし

ている｡このウォータシールタンクには,水位警報器,

水面計,水位調整器が設備され,水位を完全に保持する

ようにしてある｡また,このタンクの内側にほ,高温ガ

ス,水のいずれにも耐え,かつ,高速ガスによる磨耗に

耐え得るような特殊な保温材が施してある｡

CO ダクトにほ,このほかにダンパ,ダッチマンジョ

イントおよびエキスパンショソジョイントを装置してあ

る｡

(2) 焼 室

COガス,空気,補助燃料の三者が完全に混合し,燃

焼するように燃焼室ほ円筒型になっており,わずかの補

助燃料で,CO ガスに必要な高い燃焼室温度を得るよう

に特殊な築炉構造となっている｡

ボイラ底音l抽こあるCOノズルほ,このボイラにとって

非常に貢要な部分であって,このCOガスが上向に旋回

を起し,COガス,空気の完全な燃焼が行われるような

特殊な構造となっている｡

(3)ボイラ本体

上郡汽水胴および下郡水胴よりなるB&Wバイドラ

ム式で,触媒微粒子を含んだ高速ガスの磨耗に耐え得る

な

ゝ
ヘ
ノ

よ 造となっている｡汽水胴内には,B&Wサイ

クロンセパレータを設置して蒸気と水滴の分離を完全に

している｡

また,従来汽潅木体および過 器などの重量ほ鉄廿よ

り吊り下げられるか,あるいは水胴を台にしてチューブ

で日立する型が普通であるが,このボイラは円筒型ケー

シングによって汽胴,水胴,過熱器などの圧力部分と炉

壁の 量全部がささえられ,節炭器以外に支持鉄骨ほ一

つもな.い｡このことほ,アメリカで作った12権のCOボ

イラにおいてさえ例のないことである｡

(4)過 熱 器

過熱器ほ,COボイラに適するB&W懸垂型を使用

しており,ボイラ本体と同じく触媒粒子を含んだ高速ガ

スの磨耗に対して配置上特に考慮されている｡

(5)節 炭

節択箸別ま,B&W マルチイループ型を使用してい

る｡これも前記過熱器と同様な考慮が払われている｡ま

た, 転中にダストが堆積せぬようにスートブロアを装

僻してある.｡各グループはまったく同じ大きさであり,

取扱い互換性を優ならしめている｡

(る)スートプロア

蒸発管,過熱管,節炭器管の熱吸収を最良ならしめる

ために除煤装置としてJB&Wラック型ウエザープル

ーフのスートブロアを取り付けてある｡この電気部品は,

屋外耐圧防爆塾を使用し,爆発性ガス中の使用に適する

ようにしてある｡

(7)シーリング,アスビレーティングエヤー

前述のように燃焼室圧は大気圧より高いので,高温の

有毒ガスの漏洩を防ぐ目的で,特殊設計のシーリングェ

ヤー配管およびアスビレーティングェヤー配管を施して
●

ニ

(8)送 風 機

爆発性ガスの 洩しやすい大気中に使用するため,送

風機はタービン駆動となっている｡送風機の吸気口は,

地上7Tnのところにあり,その吸口に騒音を防ぐため消

音器がついている｡送風機ほ,COガス燃焼は1台,重

油専燃時は2台運転する｡送風機が故障した場合,COガ

スが逆流してきて逆風機が焼けるのを防ぐために,ユヤ

ーダクト中には特殊設計の日動閉塞ダンパおよび蒸気噴

射ノズルを設け,二重iこ送風機を保護している｡

(9) バ ー ナ

バーナほB&W Yジェット式オイルバーナおよび

マルチイスパッドガスバーナよりなるコンビネーシ/ヨこ/

バーナである｡これらi･ま,COガスが最も良く混合,燃

焼するような位間に4個取付けられており,オイルある

いほリファイナリーガスの

となっているL｡

焼の揚含にも適応する構造

また,さ【1バーナに設備してあるガスライタは,特殊構

造のものであり電気部品はすべて耐圧防爆塾である｡

〔ⅠⅤ〕結 口

要するに,このボイラは前記酸化触媒ボイラととも

に,熱回収の上からいって画期的に有効であるので,石

油精製装置そのほかに,大いに発展するものと期待して

いる次第である∴




